
９月20日は「敬老の日」
　敬老の日にちなみ、市内のご長寿さんを紹介します。

（老人週間：9月15日～21日）

問 長寿課（☎62‐1063）

※年齢は令和3年度の満年齢、令和3年8月1日時点の集計

市内の満99歳以上の人 男性…9人　   　　女性…97人
市内の最高齢の人 男性…102歳　　女性…108歳

数え100歳 牧正江さん（小山町）にお話を聞きました
まき まさ え

　生まれは東浦町で、結婚を機に小山町に来た笑顔のすてきな正江さん。
子どもの頃は、なわとび、体操、山登りが好きなとても活発な女の子で
した。趣味は編み物で、昔は娘さんのセーターを編んでいたそうです。
また、手先の器用さは今でも健在で、正江さんの作った紙のおやつ入れ
を見た近所の幼児園や保育園から「そのおやつ入れがほしい」と言われ、
園に配っています。
　長寿の秘訣は好き嫌いなく何でもおいしく食べることや、たくさんの
人と話をすることだそう。正江さんについて娘さんは「思いやりがあり、
自分のことは二の次。みんなのことを考え、常に人のためにできること
を探しながら、自ら進んで行動できるところがすごい。尊敬しています」
と語ってくれました。
　隣に住んでいる高校生と中学生のひ孫さんにもとても好かれている正
江さん。登校するときに、あいさつとハイタッチを交わしに正江さんの
ところへ毎日来るそうです。そして、正江さんのお誕生日と敬老の日に
は、心のこもった手紙も渡しているそうです。そんな幸せな日々を過ご
している正江さんは「これからもひ孫の成長を見守り、元気でいたいで
す。今が一番幸せです」と笑顔で話してくれました。

ひ　けつ

ファミリー・サポート・センター援助会員募集
　ファミリー・サポート・センターは、子育てを応援してほしい人（依頼会員）と子育てを応援したい人（援助会員）
が会員となり、地域で助け合う会員組織です。幼児園や保育園、放課後児童クラブなどへの送り迎え、援助会員宅
でのお子さんの預かり、習い事への送り迎えなどの活動をする援助会員を募集します。
　援助会員として活動するためには、講習会の受講が必要です。
報酬　1時間あたり600～700円

①ファミリー・サポート・センターの概要、子どもの安全と病気の世話
②緊急時対策と応急処置、子どもの遊びと遊ばせ方
※①と②の講習を以下の受講パターンのうちから1つ選んで受講してください。

場　総合健康センター　対　市内在住の人
他　託児を希望する人はファミリー ･サポート・センターへ（定員あり）。
申 問　10月4日㈪までに、電話（61-2720）でファミリー・サポート・センターへ。

講習会

受講
パターン

と　　　　　　き

講習①　　定 16人 講習②　　定 各8人

1
10月11日㈪　9時15分～12時

10月11日㈪　13時～15時45分

2 10月12日㈫　9時15分～12時
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